
17

　第
61
回
大
磯
西
行
祭
を
３
月
25
日

に
開
催
し
、
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま

し
た
献
詠
俳
句
・
短
歌
の
各
部
門
の

入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　選
者
の
献
詠
さ
れ
た
句
・
歌
及
び

入
選
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
学
年
は
応
募
時
の
も
の
）

【
選
者
】

◎
献
詠
句

鍵
和
田

　秞
子

踏
み
込
み
て
浜
砂
か
た
き
西
行
忌

本
井

　英

東
海
に
あ
る
一
庵
や
西
行
忌

河
野

　薫

花
散
れ
ば
三
十
一
文
字
よ
西
行
歌

遠
藤

　若
狭
男

風
に
吹
か
れ
て
し
み
じ
み
と
西
行
忌

今
村

　妙
子

高
麗
山
の
低
き
が
う
れ
し
西
行
祭

◎
献
詠
歌

柳

　宣
宏

饅
頭
に
捏
ね
て
遊
び
し
春
の
土

汚
る
る
こ
と
を
楽
し
み
と
し
て

今
井

　恵
子

ブ
ラ
イ
ン
ド
の
節
目
を
右
か
ら
左
へ

と
か
が
や
き
な
が
ら
寒
の
白
雲

花
山

　多
佳
子

ス
ケ
ボ
ー
の
音
が
遠
く
に
ひ
び
き
を

り
寒
ゆ
る
ぶ
夜
の
皆
既
月
食

【
応
募
入
選
作
品
】

◎
献
詠
俳
句

　〈一
般
の
部
〉

　応
募
総
数

３
１
０
句

第
一
位

　相
模
原
市

　藤
田
ミ
チ
子

沖
の
船
去
ら
ず
来
ら
ず
春
の
海

第
二
位

　茅
ヶ
崎
市

　秋
山
か
つ
子

春
潮
の
満
ち
く
る
匂
ひ
円
位
堂

第
三
位

　藤
沢
市�

山
髙
江
津
子

西
行
の
日
や
波
跡
の
さ
く
ら
貝

第
四
位

　奈
良
県
奈
良
市

　和
田
康

あ
め
つ
ち
に
言
霊
の
あ
り
西
行
忌

第
五
位

　東
京
都
多
摩
市

�

大
和
田
百
子

ど
ん
ど
火
の
天
ま
で
焦
が
せ
不
穏
の

世第
六
位

　茅
ヶ
崎
市�

塚
本
治
彦

阿
夫
利
嶺
の
見
ゆ
る
北
窓
塞
ぎ
け
り

　〈小
学
生
の
部
〉

　応
募
総
数

３
４
１
句

第
一
位

　平
塚
市
立
花
水
小
６
年

�

福
王
寺
文
香

新
年
だ
は
し
ゃ
ぐ
私
と
眠
る
父

第
二
位

　平
塚
市
立
花
水
小
６
年

�

遠
藤
颯
悟

霜
柱
地
面
に
で
き
る
宝
石
だ

第
三
位

　大
磯
小
５
年

　松
本
大
希

も
く
も
く
と
入
道
雲
が
歩
い
て
る

第
四
位

　岐
阜
県
恵
那
市
立
串
原
小

�

６
年

　後
藤
花
奈

村
歌
舞
伎
役
に
な
り
き
り
演
じ
き
る

第
五
位

　岐
阜
県
恵
那
市
立
串
原
小

�

１
年

　片
桐
和
奏

は
る
の
よ
る
か
っ
て
に
ね
こ
が
で
て

い
っ
た

第
六
位

　平
塚
市
立
花
水
小
６
年

�

大
矢

　桜
々

水
仙
が
小
雪
の
よ
う
に
花
ひ
ら
く

　〈中
学
生
の
部
〉

　応
募
総
数

４
４
８
句

第
一
位

　聖
ス
テ
パ
ノ
学
園
中
２
年

�

荒
井
理
希

将
来
の
夢
は
通
訳
春
の
海

第
二
位

　国
府
中
１
年

　二
宮
珠
生

冬
の
風
な
ま
け
心
を
吹
き
飛
ば
す

第
三
位

　宮
城
県
名
取
市
立
第
二
中

�

２
年

　小
野
日
菜
子

髪
押
さ
え
北
風
の
声
聞
き
ま
し
た

第
四
位

　大
磯
中
２
年

�

友
利
光
太
郎

食
べ
て
寝
て
真
冬
の
白
猫
か
が
み
も

ち第
五
位

　埼
玉
県
小
川
町
立
欅
台
中

�
２
年

　福
島
一
輝

教
室
の
中
か
ら
遠
く
の
雪
を
見
る

第
六
位

　岐
阜
県
恵
那
市
立
串
原
中

�

３
年

　斉
藤
野
の
花

も
ち
つ
き
の
音
だ
け
響
く
山
の
村

◎
献
詠
短
歌

　※�

短
歌
の
部
二
位
以
下
の
作
品
は

「
今
月
の
短
歌
」
で
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　〈一
般
の
部
〉

　応
募
総
数

１
１
５
首

第
一
位

　静
岡
県
静
岡
市

�

今
井
克
己

ひ
と
す
ぢ
に
胃
の
な
き
腹
に
落
ち
て

ゆ
く
両
手
に
掬
ふ
富
士
の
湧
き
水

第
二
位

　横
浜
市�

水
谷
真
知
子

第
三
位

　小
田
原
市�

川
口
克
子

第
四
位

　茅
ヶ
崎
市�

綿
貫
悦
子

第
五
位

　横
浜
市�

川
井
怜
子

第
六
位

　愛
知
県
東
海
市

�

斉
藤
浩
美

　〈小
・
中
学
生
の
部
〉

　応
募
総
数

４
９
３
首

第
一
位

　宮
城
県
名
取
市
立
第
二
中

�

２
年

　鈴
木
菜
仁

母
よ
り
も
身
長
高
く
な
っ
た
ね
と

言
わ
れ
る
た
び
に
何
だ
か
寂
し
い

第
二
位

　大
磯
中
２
年�

芝
崎
颯

第
三
位

　宮
城
県
名
取
市
立
第
二
中

�

２
年

　荒
川
茉
莉
亜

第
四
位

　大
磯
小
６
年

　内
山
百
華

第
五
位

　宮
城
県
名
取
市
立
第
二
中

�

２
年

　髙
橋
さ
や
か

第
六
位

　岐
阜
県
恵
那
市
立
串
原
小

�

６
年

　平
林
苺
花

問
産
業
観
光
課

　☎
内
線
３
３
４

日
本
赤
十
字
社
か
ら
お
知
ら
せ

義
援
金
中
間
報
告

　大
磯
町
分
区
で
は
町
内
の
施
設
等

に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　平
成
29
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災

義
援
金
は
１
３
，
９
８
９
円
、
熊
本

地
震
災
害
義
援
金
は
６
，
１
０
４
円

を
お
預
か
り
し
、
被
災
地
へ
お
届
け

し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　な
お
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
義

援
金
の
受
付
期
間
が
延
長
と
な
り
ま

し
た
。
受
付
中
の
義
援
金
や
募
金
箱

の
設
置
場
所
な
ど
の
詳
細
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

赤
十
字
会
員
増
強
運
動
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　毎
年
５
月
の
「
赤
十
字
運
動
月

間
」
を
中
心
に
、
必
要
な
活
動
資
金

（
社
資
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　各
地
区
の
日
赤
協
賛
委
員
（
区

長
）
を
通
じ
て
、
各
家
庭
に
日
赤
社

資
募
金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　い
た
だ
い
た
募
金
は
、
国
内
は
も

と
よ
り
、
国
際
的
な
支
援
活
動
や
社

会
福
祉
な
ど
の
赤
十
字
事
業
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
磯
町
分
区
に
お

い
て
も
幼
児
安
全
法
や
健
康
生
活
支

援
講
習
の
開
催
な
ど
の
活
動
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部
大

磯
町
分
区

（
福
祉
課
内
）
☎
内
線
３
１
４

b
b

b
b

b
b

b
b

b
b

b
b

b
b

b
b

b
b

b

b
b

b
b

b
b

b
b

b
b

b
b

b
b

b
b

b
b

b

第
61
回
大
磯
西
行
祭

献
詠
俳
句
・
短
歌
入
選
作
決
定
!!
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　町
で
は
次
の
21
名
の
方
に
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
町
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
事
業
に
係
る
連
絡
調
整
、
ス
ポ
ー

ツ
の
実
技
指
導
や
助
言
な
ど
を
行
い
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
企
画
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　山
本

　勝
己
（
高
麗
）

　草
山

　和
彦
（
高
麗
）

　渋
谷

　
　剛
（
高
麗
）

　加
藤

　勝
義
（
東
町
）

　齋
藤

　
　薫
（
東
町
）

　奥
野

　枝
美
子
（
山
王
町
）

　伴

　
　紀
子
（
南
下
町
）

　村
上

　
　健
（
台
町
）

　山
本

　秀
司
（
台
町
）

　加
藤

　桂
子
（
西
小
磯
）

　安
藤

　史
織
（
中
丸
）

　曽
我
部

　耕
（
馬
場
）

　河
合

　和
枝
（
馬
場
）

　岩
村

　孝
二
（
国
府
新
宿
）

　坂
井

　幸
三
（
黒
岩
）

　曽
我

　由
紀
夫
（
石
神
台
）

　山
本

　洋
一
（
石
神
台
）

☆
二
梃
木

　優
子
（
北
下
町
）

☆
久
納

　陽
介
（
在
勤
）

☆
内
田

　敬
久
（
台
町
）

☆
織
戸

　
　明
（
寺
坂
）

※
☆
印
は
新
任
委
嘱
者

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　☎
内
線
３
２
４

　平
成
30
年
度
各
地
区
の
町
内
会
・

自
治
会
の
代
表
者
の
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　高

麗

　
　曽
根
田

　純
一
郎

　東

町

　
　上
口

　政
喜

　長
者
町

　
　西
ヶ
谷

　修
司

　山 

王 

町

　
　三
上

　義
弘

　神 

明 

町

　
　岩
崎

　英
二

　北 

本 

町

　
　出
縄

　政
美

　北 

下 

町

　
　細
谷

　信
夫

　南 

本 

町

　
　中
村

　雅
一

　南 

下 

町

　
　鈴
木

　
　實

　茶 

屋 

町

　
　鈴
木

　豊
男
子

☆
裡

　
　道

　
　齋
藤

　純
一

　台

　
　町

　
　小
島

　昭
男

☆
西
小
磯
東

　
　松
澤

　正
義

☆
西
小
磯
西

　
　一
柳

　直
人

　中

　
　丸

　
　小
島

　陽
雄

　馬

　
　場

　
　白
木

　康
之

　国
府
新
宿

　
　杉
山

　正
機

　月

　
　京

　
　谷
口

　
　寛

　生

　
　沢

　
　二
宮

　栄
治

　寺

　
　坂

　
　杉
﨑

　英
雄

　虫

　
　窪

　
　二
宮

　喜
代
治

　黒

　
　岩

　
　深
山

　
　孝

　西 

久 

保

　
　苅
部

　武
雄

☆
石 

神 

台

　
　高
木

　敏
宏

※
☆
印
は
、
新
し
く
代
表
に
な
ら
れ

た
方
で
す
。

問
町
民
課

　☎
内
線
２
３
６

　大
磯
町
で
初
と
な
る
女
性
消
防
士

２
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
半
年
間
、
厚
木
市
に
あ

る
神
奈
川
県
消
防
学
校
で
消
防
活
動

の
基
本
を
学
び
、
卒
業
後
、
消
防
署

で
の
勤
務
に
な
り
ま
す
。

　今
後
と
も
女
性
の
活
躍
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
消
防
総
務
課

　☎（
61
）０
９
１
１

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
設

　地
域
の
在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
相
談
窓
口
を
二
宮

町
、
中
郡
医
師
会
と
連
携
し
開
設
し

ま
し
た
。
こ
の
窓
口
は
専
門
職
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
医
療
・
福

祉
・
介
護
の
専
門
職
か
ら
の
相
談
に

対
し
て
、
必
要
な
情
報
提
供
、
支
援
、

調
整
を
行
う
た
め
の
セ
ン
タ
ー
で
す
。

二
宮
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内

＊
町
民
の
方
か
ら
の
相
談
は
大
磯
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
（
61
）

９
９
６
６
）が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

問
福
祉
課

　☎
内
線
３
１
５

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
委
嘱

町
内
24
地
区
の
代
表
者

女
性
消
防
士
を
採
用

消防団本部・分団長名簿
　平成30年度から３年間の消防団本部・分団長は以下のとお

りです。� （敬称略）※☆印は新任の方です。

階　級 氏　　名 受持区域

団本部

団　長 奥野　和夫

全　域
副団長 土方　正美

副団長 熊澤　孝治

副団長 ☆添田　　勝　

１分団 分団長 ☆浅沼　隆之　 高　麗

２分団 分団長 ☆柴山　順一　 山王町、東町、長者町

３分団 分団長 近藤　哲也
台町、裡道、南本町、
南下町、茶屋町

４分団 分団長 ☆戸塚　　浩　 西小磯東、西小磯西

５分団 分団長 ☆吉川　政之　 国府本郷（中丸、馬場）

６分団 分団長 丸山　重信
国府新宿

（東海道新幹線以南の区域に

　限る。）

７分団 分団長 　小早川　晃彦 生沢

８分団 分団長 ☆藤井　雅幸　 寺坂

９分団 分団長 ☆礒貝　健一　 虫窪

10分団 分団長 ☆熊澤　博昭　 黒岩、西久保

11分団 分団長 ☆関野　行正　 神明町、北本町、北下町

12分団 分団長 　浜田　一德　
月京、石神台、国府新宿
（東海道新幹線以北の区域に

　限る。）


